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はじめに 

 

 この「『新しい政策の指針』フォローアップ会議」の使命は、平成18年３月に策定した

「新しい政策の指針」策定後の社会経済情勢の変化に柔軟に対応していくために、現在の

指針に加え、新たに取り組むべき課題は何か、その課題にどう対応していくべきか、重点

的に検討することでした。 

 その検討成果として取りまとめた本報告書では、目下の時代状況について「大変革期」

にあるとの認識を示した上で、「希望と安心のある社会づくり」をはじめとする５つの政策

課題を掲げるとともに、それらの課題ごとに、重点的に取り組むべき取組を提案しました。 

 私も含め数名の委員は、2005 年度（平成 17 年度）、「新しい政策の指針」の策定に当た

って設置された「愛知県の地域づくりに関する有識者懇談会」にも参画しましたが、愛知

万博や中部国際空港の二大事業を実現させ、自信と誇り、活力に満ち溢れ、「日本一元気な

地域」と称され始めていた当時と、リーマンショック以降の主要産業の業績低下、雇用不

安に陥っている現在は、全く異なる時代環境の下にあります。 

 現在、「100年に一度」と言われる(1)「金融・経済危機」は言うまでもなく、(2)アメリ

カ中心で運営されてきた世界の政治的経済的な枠組みのゆらぎ、また、(3)日本における雇

用システムのひずみや、若者、家族、地域社会の各局面で将来への不安、行き詰まり感に

未来への展望を持ち難い状況にあります。 

 「アメリカ中心の時代の終わりの始まり」、「戦後日本社会システムの転換」がもたらす

混乱と見ることもできるかもしれません。しかし、「時代の終わり」、「時代の転換」は、常

に、「次なるものの始まり」という側面を持っています。 

 世界経済が激変に見舞われ、県も大変厳しい局面にある中で、「自信と活力に満ちた愛知」

を再生していくためには、(1)直面する問題への対応もさることながら、(2)大きな時代潮

流の変化や今回の経済危機の後に訪れるであろうパラダイムシフトの本質を見極め、それ

を先取りする形で、愛知の持つ強み、「底力」を活かしつつ、今後の地域づくりの中長期的

な戦略を打ち出し、実行していくことが必要と考えます。 

 県におかれては、今回のこの提言も十分に踏まえながら、現下の危機を克服し、将来に

わたる愛知の発展に向けた道筋をつけるべく、全力で取り組んでいただくことを切望して

います。 

 

 2009 年（平成21年）３月 

                     「新しい政策の指針」フォローアップ会議 

                         座長   昇  秀樹 
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年次レポートの作成趣旨 

 

この「『新しい政策の指針』フォローアップ会議報告書－指針策定以降の変化への対応

を中心として－」は、最近の社会経済情勢の変化を踏まえ、新たに取り組むべき課題の発

掘、方向付けに特に力点を置いて、昇秀樹名城大学教授を座長とする「フォローアップ会

議」において検討を重ねた成果である。 

「新しい政策の指針」の的確な進行管理の一環として、毎年度年次レポートを作成して

いるところであるが、指針策定後３年を経過しようとしている中、指針が想定した以上に

時代潮流の変化は速く、また、会議の検討の途上でも、世界同時不況というかつてない大

変化に見舞われた。今回の年次レポートでは、こうした時代環境変化に柔軟に対応する観

点から、指針全体の網羅的な点検にこだわることなく、特に重要な論点に絞って、有識者

の方々からの提言として取りまとめたものである。 

なお、巻末には、参考として、「新しい政策の指針」に沿った取組と数値目標の進捗状

況について、事務局において整理したものを掲載している。 

 

 

■年次レポートとは■ 

 

 愛知県では、平成18年３月に、2015年（平成27年）を目標年次とする長期的な地域づ

くりの羅針盤として、「新しい政策の指針」を策定した。 

 この指針は、それまでの県の長期計画であった総合的・体系的な地方計画に替わり、こ

れからの地域づくりにとって特に重要な政策に絞って骨太な方向性を提示することを狙

いとしたものである。 

 激しく変化する時代の中で、地域の課題に的確に対応していくためには、指針で示した

方向性に沿って、政策の具体化・肉付けを図るとともに、指針策定後の新しい課題にも対

応していくなど、指針の進行管理をしっかりと行っていく必要がある。 

 このため、指針に示されている政策の進捗状況や、新たに取り組むべき課題の把握など、

指針の適切な進行管理に活用するためのレポートを毎年度作成することとしている。 

 この方針に基づき、平成18年度には、指針策定後初めての年次レポートとして、指針の

目標年次の中間年に当たる2010年（平成22年）までの４年間の具体的な取組計画を明らか

にした「2010年に向けた戦略的地域づくり」を作成した。 

 また、平成19年度には、本県の地域づくりの課題や地域の現況について実証的に分析・

検証を行い、約900の図表等を用いて、わかりやすく解説した「あいちの地域づくり白書」

を取りまとめた。 
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